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かけがえのない健康を守るために

4月から健診が無料です
この4 月から、か・ん検 診、成

人 健康 診査など成人病 の健診を
すべて「無 料」で行うこ とにな
り ました。 また、健診が 一層受
けや すく なるよう、申 し込み方

法などを 大きく改善 しました。
こ れは 、「いつまでも元気 で暮ら
したい 」そんな願いにこ たえ、

皆 さん の健康づくりをよ り一層
応 援する ためです。 健康診査を
ぜひ、あ なたの健康づく りにお

役立 てく ださい。

病
気
に
な
っ
て
か
ら
で
は
も
う
遅
い

年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

か
ん
、・し
臓
病
、
脳
恠
中

こ
の
3

人
収
人
柯
か
足
ぺ
χ
に
の
牝
大
の
6
割

以
上
を
し
め
て
い
ま
す
。区
で
は
、こ

れ
ら
3
大
成
人
病
を
は
じ
め
、
肝
臓
病

や
糖
尿
病
な
ど
が
発
見
で
き
る
健
診
を

哨
意
し
て
い
ま
す
。

ぼ
康
づ
く
0
の
第

。歩
は
、
目
付
の

身
休
の
健
喰
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
年
に

。度
は
健
康
診
査
を

そ
け
て
、
自
『分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
Γ
十
月
か
ら
、
健

詒
の
費
川
は
す
べ
て
に
む
五
大

成
人
健
康
診
査

成
人
ぼ
服
診
介
は
い
心
臓
、
肝
臓
、

腎

じ
ん
)
臓
の
蝸
気
や
咄
困
惆

一岫

血
圧
、
高
m
血
眤
等
に
つ
い
て
調
べ
る

ぴ
本
的
な
も
の
で
す
。
血
。圧
は
も
ち
ろ

ん
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
心
柄
な
ど
9

項
目
も
の
血
液
検
介
を
は
じ
め
、
必
要

な
方
に
は
心
電
図
や
眼
辰
倹
査
な
ど
高

穹
な
倹
介
も
付
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
は
無
れ
て
す
が
、
ド

の
肭
扣
癩
は
恚
匹
あ
た
0
約
I
リ
2
卜

円
以
上

示
吹
l
年
度
実
績
)
で
す

こ
ん
な
に
内
容
が
充
実
し
た
健
診
を
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

は
、4
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す

消
化
器
が
ん
検
診

肖
か
ん
と
九
膓
か
ん
皿
診
が
同
時
に

で
き
ま
す
。4
月
か
ら
受
け
や
す
く
す

る
た
め
人
数
を
仁
肭
し
、
次
の
占一を
改

府
し
ま
し
た

5
力
叫
す
べ
て
の
ヅ
リ
萌

、
保
聞
相

怙
所
じ
受
……四ご
き
女
冫

▽
い
つ
で
も
3
ヵ
月
先
ま
で
申
し
こ
め

ま
す

※
実
片
囗
鰯
は
、1
月
か
ら
・
あ
た
ち

二
報

の
川
日
紆
に
掲
払
し
ま
す

女

性

が

ん

検

診

乳
か
ん
、
三
呂
が
ん
の
ヅ
襾
。発
昆
に

け
しっ
検
診
で
す

万
年
、
笳
二
に
惣

え
て
き
て
い
る
の
が
九
が
ん

ま
た
、

卜
爪
が
人
は
、
リ
刈
鳬
目心の
葯
梁
が
‥六

も
高
い
と
い
わ
わ
て
い
ま
す
。
簡
卜
ぺ

映
酉
で
す
の
で

、
お
気
侭
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い

。

1
月
か
ら
収
人
健
診
と
回
し
バ
カ
キ

で
出
し
込
め
ま
す

申

込

方

法

竹
内
(
カ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
卜
眼

月
口
、
性
川
、
電
謡
冷
号
を
え
人
し
て

叩
し
皿
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
心
み
卜い

巧
に
は
、
受
ご
四
と
案
内
を
お
渫
口
し

ま
すな

お
心
料
ハ
カ
キ
を
ド
に
事
仆
几

皿
沛
萌

、
優
健
帽
談
町

住
ド
セ
ン
タ
1

等
に
亅
口
べか
ら
備
え
け
け
ま
す
の

て

、
ご
刊
則
く
だ
さ
い
、

申
・
問
先
七
ヘ
区
に
所
碵
勹
部
ぼ
で

斤
眄
係
〒
圃
卜
辻
―
-
1
1
8

い
い
(いド
コ
ー
ー
ー
ー
ー
に

区で行っている年齢別の健康診査

ギャラクシティ
(

足立区こども科学館
西 新 井 文 化 ホ ー ル

)

3

月
2
5
日

オ

ー

プ

ン
(

一
般
の
利
用
開
始
は
2
6日
か
ら
)

区
内
初
の
翦
恪
的
ホ
ー
ル
と
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
科
学
展
示
罘
な

ど
を
鰐
え
た
榎
昌
璽
心
、
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
、

こ
の
施
浪
は
、
区
に
の
皆
さ
ん
が

科
学
り
竹
術
に
ふ
れ
迎
し
む
だ
け

で
な
く
、
参
加
し
学
べ
る
乍
涯
学

習
頂
一心で
す
。

□
科
字
に
ふ
れ
る
驚
き

と
感
釛

科
ブ
展
乃
で
は
宍二
山

序
片
弌
他
球
兒
兒
、
卜
岸

の
ム
坩
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
約
2
3
種
幀
の
展

示
が
、物
語
と
し
て
展
閏

さ
れ
て
い
ま
す
。「
見
て
、

ふ
穏
氛

袒
か
し
て

み

る
二
と
て
、
遊
び
な
が
ら

・
回
し
て
、
れ
え
る
・
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
構

覬
。
宇
宙
ケ
回
を
疑
似
に

脯
で
き
る
原
卜白
あ
り
、

二
と
も
た
ち
の
下
市
へ

の
万
を
は
ぐ
く
み
ま
牢

□
銀
河
の
鮫
動
、
感
し
て

く
だ
さ
い

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ホ
ー
ル
は
、
汽
・図一

　
2
:
3
m
の
価
乱
型
ド
ー
ム
を
採
用
し
た
配

内
で
も
最
人
級
の
も
の
で
、
に
新
賤
哇

を
㈲
え
て
い
ま
す

□
迫
力
の
全
天
周
映
画

ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
映
し
出
さ
れ
る

映
湲
と
、
迫
力
あ
る
音
萼
で
か
ら
だ
栄

沐
を
包
み
二
ん
で
し
ま
う
令
天
周
映
画

は
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
、
仏
た
ち
を
和
刈

の
皿
W
へ
刄
い
て
く
れ
ま
す

□
区
内
朷
の
本
格
的
ホ
ー
ル

観
の
鳶
・ぶ
持
つ
ホ
ー
ル
は
鵯
台
設

備
や
毋
气

照
明
男
を
充
実
さ
せ
た
音

楽
重
袒
て
の
多
目
的
ホ
ー
ル
。
摩
れ
た

匸
レ
抖
の
隨
幺
を

梶
典
卞
る
と
と
七

に
、皆
さ
八
が
ド
う

卯
い活
虻
の
練
罔
や

以
風
発
八
の
場
と
な

り
ま
す

利
用
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

4
月
2
日
か
ら

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
研
修
室
な
ど
の

利
用
々
け
付
け
を
始
め
ま
す
。
回
体
や

個
人
な
ど
、
施
設
の
利
川
か
匡
に
よ
り

受
け
付
け
で
き
る
囗
が
霆
な
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
平
吸
6
年
度
に
つ
い
て

は
、
オ
し
フ
ニ
ン
グ
記
念
行
事
の
た
め

利
用
で
き
な
い
囗
も
あ
0
ま
す
。

問

先
-
え
化
施
設
壮
言
至
示

ヤ
ラ
ク
シ

テ
で
内
二

こ
り
2
1
2
}
8
1
6
1

ギフ ラ つ シ ティ 案内 図
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
N
H
K
ラ
ジ
オ

『
ひ
る
の
散
歩
道
』
公
開
録
音

区
と
教
育
が
い
八
で

は
、
ギ
ャ
ラ
ケ
ン
テ
ィ
の

オ
ー
プ
ン
を
乱
之
し
、
X
H
K
と

の
共
片
ミ
N
H
K

ラ
ジ
オ

ひ

る
の
耿
七
こ

の
言
芒
十
」を
実
W

し
ま
い

日
時
1

冂
1
5囗

二
、
午
友
6
畤
開
佃
場
所
酉
新

卜
七
削
ホ
ー
少
(
キ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内
づ

出
演

大
川
亦

穴

瀬
川
現
子

、
円
西

か
お
り

費
用

鼓一
打

申
込
・

往
復

气
カ
キ

ー

を
1

卜
一
の
濕
にし
人
面
に

罔
六

大
名
、
・糺
便

冷
号
を
叫

七

あ

て
先
=
〒
1
5
0
-
0
1
N
H
K放
送
セ
ン

タ
ー
「
ひ
る
の
散
歩
道
」
足
立
区
・
公

即
係

期
限
=
3
月
2
9日
必
芯
‥

※
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す

問
先
卜
N
H
K
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
事
業
部

八
3
4
6
4
)
0
2
0
0

ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・
生
涯
教
育
推
進

諜
{一一
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

大川栄策さ ん

瀬川瑛子さん

香西かおりさん

(Ξ )「あだち 広報」は、4 月 がら 毎月1 日( EXP) ・10日 ・25日 発行と なり ます。
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年

金

ね
ん
き
ん出

張
相
談

日
程
等
=
表
―

内
容
―
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
推

進
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表1 ねんきん出張相談日程
新
年
度
保
険
料

免
除
の
手
続
き
を

平
成
5
年
度
、
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
を
申
請
し
承
認
さ
れ
た
方
(
学
生

も
含
む
)
は
、3
月
で
免
除
期
間
が
終

了
に
な
り
ま
す
。
平
成
6
年
度
も
引
き

続
き
免
除
を
希
望
す
る
方
は
、4
月
始

め
に
送
る
前
期
納
付
書
に
「
免
除
申
請

「
ガ
キ
」
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
免
除

を
受
け
る
理
由
膏
ぐ
わ
し
く
記
入
・
押

印
の
う
凡
5
月
末
ま
で
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
学
生
の
方
は

。
学
校
名
、
学

校
の
所
在
地
等
の
記
入
も
忘
れ
ず
に
お

願
い
し
ま
す
。な
お
、
妬
除
申
請
「
ガ

キ
」
が
同
封
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、
免

除
を
希
望
す
る
方
は
。4
月
以
降
に
国

民
年
金
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
申
請

に
必
要
な
も
の
=
印
か
ん
/
国
民
年
金

手
帳
/
学
生
の
方
は
学
生
証
(
コ
ピ
ー

可
)
/
親
元
を
は
な
れ
て
い
る
方
は
、親

の
所
得
お
よ
び
控
除
額
の
わ
か
る
も
の

(源
泉
徴
収
票
、
課
税
証
明
な
ど
)

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

税

金

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

の
廃
車
・
名
義
変
更

な
ど
の
届
出

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機
付

自
転
車
や
軽
二
、
三
、
四
輪
車
、
二
輪

小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
た
方
で
次
に

該
当
す
る
方
は
届
出
を
す
れ
ば
平
成
6

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象
=
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃
車
届
は
必
要
で
す
ン
届
出
を
し
な

い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り
し
た
方
/

解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
方
/
こ
わ
れ
て
乗
れ
な
い
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
方

問
先
=
表
2

表2

福

祉

福
祉
事
務
所

の
ご
案
内

福
祉
事
務
所
で
は
、
各
種
の
相
談
や

給
付
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
ぐ
な
り
収
入
が
減
っ

た
な
ど
で
生
活
費
や
医
療
費
に
お
困
り

の
方
へ
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
へ
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま

た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
へ
、
特

殊
ベ
ッ
ド
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常

生
活
用
具
の
給
付
や
貸
与
・
住
宅
改
造

費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寝
た
き

り
な
ど
で
常
に
介
護
を
必
要
と
し
同
時

に
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
高
齢
者

に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装
具

や
更
生
医
療
の
給
付
、
日
常
生
活
用
具

や
住
宅
設
備
改
善
費
の
助
成
、
ま
た
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ろ
う
あ
の
方

に
は
、毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の
場

合
は
翌
日
)
午
後
1
時
～
4
時
に
、手

話
通
訳
者
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

○
住
宅
設
備
改
善
費
の
助
成
　

在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
(
児
)
に

対
し
、
居
住
す
る
家
屋
の
改
善
に
要
す

る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

マ
風
呂
場
、
便
所
、
玄
関
、
居
室
等
の

改
善

対
象
=
6
歳
以
上
で
、
下
肢
ま

た
は
体
幹
の
障
害
が
2
級
以
上
の
方
お

よ
び
補
装
具
と
し
て
車
い
す
の
交
付
を

受
け
て
い
る
内
部
障
害
の
方

マ
台
所
の
改
善

対
象
厶
J
歳
以
上

で
、
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
害
が
2
級

以
上
の
方
お
よ
び
補
装
具
と
し
て
車
い

す
の
交
付
査
貲
け
て
い
る
内
部
障
害
者

で
家
事
に
従
事
し
て
い
る
方

マ
屋
内
移
動
設
備
改
善

対
象
=
6
歳

以
上
で
、
上
肢
・
下
肢
ま
た
は
体
幹
の

機
能
障
害
が
あ
り
歩
行
が
で
き
な
い
状

態
で

、
か
つ
障
害
の
程
度
が
1
級
の
方

お
よ
び
補
装
具
と
し
て
車
い
す
の
交
付

を
受
け
て
い
る
内
部
障
害
の
方

※
い
ず
れ
も
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担

金
が
か
か
り
ま
す
。

□
精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
方

精
神
薄
弱
者
(
児
)
の
援
護
施
設
へ

の
入
所
、
愛
の
手
帳
の
交
付
な
ど
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
禾
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
へ
、
児
童
の
修
学
資
金
や
就

職
・
就
学
支
度
金
な
ど
の
貸
付
、
ま
た

母
子
寮
へ
の
入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎

等
を
年
2
泊
。
無
料
ま
た
は
低
額
な
料

金
で
提
供
す
る
ひ
と
ひ
親
家
庭
休
養
ホ

ー
ム
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
の
暴
力
行
為
な
ど
か
ら
逃
れ
て
一

時
的
に
保
護
を
求
め
る
女
性
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
卻
凡
て
困
っ
て
い
る
女

性
を
対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

マ
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
員
が
、
家
庭

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
て
い
廖
歹
。

▽
児
童
相
談・
:
児
童
福
祉
司
が
、
子
ど

も
の
養
育
費
や
障
害
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

相
談

日
時
は
、
毎
週
月
・
木
曜
日
(
中
部
福

祉
事
務
所
は
木
曜
日
の
み
)
の
午
前
9

時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

保
健
衛
生
上
、
産
院
な
ど
の
助
産
施

設
に
入
院
す
る
必
要
が
あ
n
な
が
ら
、

経
済
的
事
情
で
入
院
で
き
な
い
妊
婦
の

方
に
、入
院
助
産
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

(前
年
の
所
得
税
が
1
万
6
千
嶄
円
以

下
の
世
帯
)

中

問
先
=
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表3 福祉事務所一覧

乳
幼
児

す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
区
内
の
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
ぷ
っ
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。(
秘
密
厳
守
)

相
談
方
法
は
電
話

お
よ
び
面
接
で
す
。

実
施
保
育
園
・
相
談
日

マ
興
野
保
育
園
(
西
新
井
本
町
4
よ
J
-
2
3
)

…
毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

マ
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
1
6
)

・
:
毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

マ
新
田
保
育
園
(
新
田
2
f
l
-
1
0
)

・
:毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

時
間
=
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5

時

間
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成

係

国

保

国
民
健
康
保
険
料

に
関
す
る
申
告
書

を
送
り
ま
す

平
成
6
年
度
国
民
健
康
保
険
料
算
定

の
基
礎
と
す
る
た
め
、「
国
民
健
康
保
険

料
に
関
す
る
申
告
芦
(

簡
易
申
告一
)

を
送
り
ま
す
。
前
回
こ
の
申
告
書
を
提

出
し
て
い
る
世
帯
や
、
平
成
5
年
度
の

所
得
税
・
住
民
税
の
未
申
告
者
が
い
る

世
帯
な
ど
に
お
送
ひ
し
ま
す
。た
だ
し
、

今
回
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の
申
告

を
し
た
世
帯
は
、
提
出
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
申
告
駒
は
、
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
各
区
民
事
務
所
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

綾
瀬
川
水
質
汚
濁

ワ
ー
ス
ト
ー
脱
却

を
目
指
し
て

第
8
回
河
川
懇
談
会

全
国
一
級
河
川
の
中
で
ワ
ー
ス
ト

ー
と
し
て
知
ら
れ
る
綾
瀬
川
の
浄
化

の
た
め
に
、
昭
和
6
1年
に
設
け
ら
れ

た
河
川
懇
談
会
が
2
月
1
7日
に
草
加

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
省
、

東
京
都
、
埼
玉
県
と
足
立
区
を
含
む

流
域
の
区
市
で
構
成
さ
れ
、
様
々
な

活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今

回
で
ひ
と
ま
ず
終
え
て
、
今
後
は
水

環
境
改
善
緊
急
行
動
計
画
「
清
流
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
ぷ

に
そ
の
役
割
を
引

き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

計
画
は
河
川
懇
談
会
が
き
っ
か
け
に

な
っ
て
で
き
た
全
国
的
な
も
の
で
、

綾
瀬
川
を
ふ
く
む
1
7の
河
川
等
が
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過

や
綾
瀬
川
の
現
状
、
こ
れ
か
ら
の
清

流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
へ
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
報
告
や
検
討
が
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

マ
足
立
区
の
下
水
道
の
普
及
率
は
当

初
は
5
0
%程
度
で
し
た
が
。
平
成
6

年
末
に
は
、
ほ
ぼ
1
0
0
%にな
り
綾
瀬

川
の
浄
化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
。

ワ
規
制
対
象
事
業
場
の
排
水
の
婆
丿

率
も
毎
年
高
い
数
値
を
示
し
良
好
。

マ
川
の
水
質
の
改
善
で
は
、
下
流
部

の
内
匠
襦
で
ほ
ぼ
計
画
を
達
成
し
て

い
る
。

マ
「
綾
瀬
川
み
ん
な
で
水
質
調
査
」

に
3
3人
の
区
民
が
参
加
。「
綾
瀬
川
流

域
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
で
は
2
会
場

で
約
2
千
巓
大
も
の
参
加
が
あ
っ

た
。

▽
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
に
つ
い
て
は

平
成
5
年
度
中
に
、
地
域
協
議
会
を

設
け
、
平
成
6
年
度
に
は
総
合
浄
化

計
画
を
策
定
し
、
西
暦
2
千
年
を
目

標
に
川
の
水
質
改
善
に
幅
広
く
取
り

組
む
予
定
。

懇
談
会
終
了
後
に
河
川
の
浄
化
に

貢
献
し
た
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

足
立
区
で
は
「
毛
長
川
を
き
れ
い
に

す
る
会
」(
会
長
・
那
須
仙
吉
氏
)
が

受
賞
し
ま
し
た
。

後
世
に
残
せ
る
河
川
環
境
の
実
現

の
た
め
、
今
後
も
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
環
境
課
》

選
挙
Q
&A

政
治
家
等
に
よ
る

入
学
祝
・
就
職
祝

な
ど
の
寄
附
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す

公
職
選
挙
法
は
、き
れ
い
な
選
挙
、

金
の
か
か
う
な
い
政
治
の
実
現
の
た

め
、
寄
附
の
禁
止
に
つ
い
て
厳
し
く

規
制
し
て
い
ま
す
。
違
反
し
て
処
罰

さ
れ
ま
す
と
、
公
民
権
(
選
挙
権
・

被
選
挙
権
)
の
停
止
と
な
り
ま
す
。

具
体
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

E
政
治
家
等
が
、
選
挙
区
内
に
あ
る

者
に
対
し
て
す
る
入
学
祝
・
卒
業

祝
・
就
職
祝
・
出
産
祝
な
ど
、
従
来

か
ら
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
も
の
も
、
し
て
は
い
け
な
い
の

で
す
か
?

( Al
七
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
ら
は
す

べ
て
寄
附
と
な
り
。
罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
嫐
歹
。

a
政
治
家
等
が
、
町
内
会
の
運
動
会

や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
に
際
し
て
、

優
勝
カ
ッ
プ
や
記
念
品
を
贈
る
こ
と

(持
ち
回
り
の
た
め
の
貸
与
を
含

む
)
は
で
き
ま
す
か
?

a
で
き
ま
せ
ん
。
罰
則
を
も
っ
て
蔡

止
さ
れ
ま
す

。

Q
そ
れ
で
は
、
政
治
家
等
が
町
内
会

の
催
し
物
等
に
協
賛
す
る
か
た
ち

で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
町
会
名
簿
に
名

刺
公
告
を
出
せ
ま
す
か
?

RJ出
せ
ま
せ
ん
。
協
賛
金
・
賛
助
金

等
は
寄
附
と
な
り
、
罰
則
を
も
っ
て

禁
止
さ
れ
ま
す
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
》
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健

康

「
若
い
あ
な
た
と

エ
イ
ズ
」

中
学
3
年
生
の
皆
さ
ん
へ
の
講
演
会

日
時
=
3
月
2
3
日
(
水
)
、午
前
m
一
時
3
0

分
～
午
後
3
時
講
師
‥
l
中
村
灣
純
　

♀

住
保
健
所
専
門
参
事
)
、野
田
和
子

氏
(
H
I
v

と
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
関

東
支
部
局
長
)

定
員
-
3
0
人

申
込

―
電
話

期
限
=
3

月
1
8
日

場
・

申
・
問
先
=

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

パ
ー
キ
ン
ソ
ン

講

演

会

病
気
の
た
め
に
、
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

特
徴
や
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

日
時
1
3
月
2
4日
(
木
)
、
午
後
2

時
3
0分
～
4
時
3
0分

講
師
=
塚
本

忠
司
氏
(
東
京
女
子
医
大
第
2
祠
院
)

定
員
=
3
0
人

申
込
=
電
話

塲
・

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
・
保
健
婦

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

募

集

手
話
講
習
会

受
講
生

日
程
=
5
月
中
旬
～
平
成
7
年
2
月
下

旬
(
各
ク
ラ
ス
4
0回
)

場
所
9
足
立

区
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
北
千

住
駅
東
口
徒
歩
6
分
)

対
象
=
区
内

在
住
・
在
動
・
在
学
の
耳
が
不
自
由
で

な
い
方
で
各
ク
ラ
ス
募
集
要
件
に
当
て

は
ま
る
方
。
※
I
度
終
了
し
た
コ
ー
ス

の
再
受
講
は
出
来
ま
せ
ん
。
な
お
期
間

中
、
日
曜
日
に
講
習
を
行
う
こ
と
が
若

干
あ
り
ま
す
。

□
初
級
コ
ー
ス

義
務
教
育
終
了
者
で
初
め
て
手
話
の

学
習
を
す
る
方
(
定
員
各
5
0人
)

▽
A
ク
ラ
ス
・
=
毎
週
木
曜
日
。午
前
1
0

～
正
午
マ
B
ク
ラ
ス
…
毎
週
木
曜

日
、
午
後
7
～
9
時

□
中
級
コ
ー
ス

義
務
教
育
終
了
者
で
初
級
終
了
者
か

手
話
で
簡
単
な
日
常
会
話
が
出
来
る
方

(定
員
各
4
0人
)

▽
A
ク
ラ
ス
・
:毎

週
火
曜
日
、
午
前
1
0
1正
午

▽
B
ク

ラ
ス
…
毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
～
9
時

□
上
級
コ
ー
ス
(
試
験
合
格
者
)

4
月
1
日
現
在
1
8
歳
以
上
で
、終
了

後
区
内
で
手
話
通
訳
活
動
を
行
う
意
欲

の
あ
る
中
級
終
了
程
度
の
手
話
技
術
習

得
者
か
、手
話
奉
仕
員
登
録
者
。(
東
京

都
の
通
訳
コ
ー
ス
・
指
導
者
コ
ー
ス
の

終
了
者
を
除
く
)
▽
毎
週
土
曜
日
、

午
後
2
時
3
0
分
～
4
時
3
0
分
/
入
門
試

験
=
4
月
2
4日
(
日
)

-
い
ず
れ
も
I

費
用
=
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
千
沺
円
程

度
)

申
込
=
封
筒
に
返
信
用
封
筒
(
住

所
氏
名
を
記
入
し
、8
0円
切
手
を
貼
付
)

を
同
封
し
、
希
望
ク
ラ
ス
名
(
初
・
中

級
は
A
・
B
明
記
)
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
職
業
を
明
記

期
限
1
3

月
3
1日
(
先
着
順
)

申
・
問
先
=

社
会
福
祉
協
議
会

〒
a
千
住
1
1
4
-
1
8

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

ア
ル
バ
イ
ト

薬
剤
散
布
業
務

対
象
=
満
1
8
歳
以
上
、健
康
な
男
女

募
集
人
員
=
若
干
名
期
間
=
4
月
1

日
～
9
月
末
日
勤
務
時
間
=
8
時
3
0

分
～
5
時
1
5
分
賃
金
a
日
額
5
千
5
3
0

円
、
他
に
交
通
費
支
給
(
限
度
額
有
り
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
衛
生
指
導

係

教

育

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
、
言
葉
が

お
そ
い
な
ど
お
子
さ
ん
の
教
育
上
の
お

悩
み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
―
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

　
(
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

　
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
(
祝
日
を
薩

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

お
し
ら
せ

工
事
の
お
知
ら
せ

北
千
住
公
園
は
、
園
内
改
修
工
事
の

た
め
4
月
か
ら
当
分
の
間
、
一
部
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

問
先
=
公
園
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
6
1

発
行
し
ま
す

区
民
葬
儀
利
用
券

軽
い
負
担
で
の
簡
素
な
葬
嫐
を
希
望

す
る
方
に
、
区
民
葬
儀
利
用
券
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
発
行
場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
・
戸
籍
課
、ま
た
は
千
住
本
庁
舎
・

千
住
区
民
事
務
所

申
込
方
法
=
死
亡

診
断
書
(
死
亡
届
)
、ま
た
は
火
葬
許
可

書
を
鳧
示
し
て
、葬
儀
券
を
受
け
、区

民
葬
儀
取
り
扱
い
業
者
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
費
用
=
葬
祭
具
、霊
柩
(
れ

い
き
ゅ
う
)
申
、火
葬
な
ど
の
ラ
ン
ク

に
よ
り
約
卜
一
万
円
～
3
万
円
の
範
囲
で

選
べ
ま
す

※
こ
の
ほ
か
諸
経
費
、
消

費
税
が
必
要
に
な
り
ま
す

。
問
先
=

中

央
本
町
庁
舎
・
戸
籍
課

(
3
8
8
0
)
5
0
5
1

増
え
る
春
休
み

の
放
置
自
転
車

自
転
車
は
便
利
な
乗
ひ
物
で
す
が
、

止
め
方
に
よ
っ
て
は
ま
ち
の
美
観
を
損

ね
、
火
事
な
ど
の
緊
急
時
の
障
害
物
に

も
な
ひ
ま
す
。
区
で
は
区
内
各
駅
周
辺

瓸
m
以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

指
定
し
て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に
放
置

さ
れ
た
自
転
車
は
撤
去
し
て
駅
ご
と
の

自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
。
引
き
取

り
の
時
に
は
撤
去
料
2
千
円
を
徴
収
し

て
い
ま
す
。学
校
の
春
休
み
期
間
中
は
、

学
生
・
生
徒
の
自
転
車
放
置
が
特
に
目

立
ち
ま
す
。「
ウ
ッ
カ
リ
放
置
し
て
撤
去

料
を
支
払
う
」
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

駅
に
近
い
方
は
健
康
の
た
め
に
も
で

き
る
だ
け
歩
く
ぷ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
決

め
ら
れ
た
自
転
車
置
き
場
に
置
い
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

みんなの健康
足立保健所　3855- 4151　千住保健所　3888- 4277　

江北保健相談所　3896- 4004罘和保健相談所　3606- 4171　　

央本保健相談所　3880- 5351　干住SXj S・保健予防係　3882～1111戝

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
足
立
・
葛
飾
写
真
共
催
展
3
月

2
4
日
～
3
1
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
5

時
3
0分
(
3
1日
は
4
時
3
0分
ま
で
)
/

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
/
無
料
/

作
品
募
集
…
画
題
自
由
、
四
ツ
切

～
半
切
り
、
単
写
真
、
額
は
四
ツ
切

の
ア
ル
ミ
製
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
レ
ー
ム

ま
た
は
同
等
品
に
入
れ
る
/
区
写
真

連
盟
・
小
林

(
3
8
8
1
)
0
1
2
0

☆
第
2
2回
中
川
短
縮
マ
ラ
ソ
ン
大
会
4

月
1
0日
(
日
)
、
午
前
9
時
3
0分
/

中
川
二
丁
目
公
園
/
中
学
生
～
壮

年
/
3
㎞
～
6
㎞
/
中
学
生
4
0
0円
、

学
生
・
一
般
釼
円
/
申
し
込
み
締
め

切
り
3
月
2
5日
/
森
田

(
3
6
2
8
)
0
1
7

り乙

掲
示
板

□
区
内
定
時
制
高
校
生
徒
募
集

願
書
受
付
=
4
月
1
・
4
日
/
学
力

検
査
=
4
月
5
日
(
火
)
、
国
・
数
・

英
/
中
学
夸
卒
業
し
た
方
/
マ
江
北

高
校
(
普
通
)
・
:西
綾
瀬
4
-
1
4
1
3
0

　
(
3
8
～
)
3
4
1
1

マ
荒
川
商
業
(
商
業
)
…
小
台
2
-
1
-
3
1

　
(
3
9
1
2
)
9
2
5
1

マ
足
立
高
校
(
普
・
商
)
…
中
央
本

町
1
-
3
-
9

(
3
8
8
9
)
2
2
0
4

□
綾
瀬
二
輪
車
安
全
運
転
競
技
会
3

月
2
7
日
(
日
)
、
午
前
9

時
3
0
分
受

付

、1
0
時
藐
技
閧
始
(

雨
天
の
場
合
4

月
3

日
)
/

中
川
処
理
場
(
中
川
5
X
I
)
/

一
本
橋
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
、8

の
平

走
行
、
バ
ラ
ン
ス
等
/

免
許
所

持
者
(

自
己
車
両
持
ち
込
み
で
き
る

方
/

綾
瀬
響
薔
・
安
全
教
育
係

八
3
6
2
0
)
0
1
1
0

□
民
間
通
所
訓
練
施
殴
看
護
婦
募
集

勦
務
場
所
=

青
井
あ
か
し
あ
の
冢

、

梅
島
あ
か
し
あ
の
冢
/

各
人
/

申

し
込
み
締
め
切
り
3

月
一一一一日
/

梅
島

あ
か
し
あ
の
冢
・
小
熊

(
3
8
4
9
)
8
8
2
0

燃
え
な
い
建
物
に

建
て
替
え
ま
せ
ん
か

―
不
燃
建
築
物
を
建
築
す
る
と

助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
―

区
で
は
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
奮
菫
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
大
震
火
災
時

の
安
全
な
「
避
難
路
」
や
「
延
焼
遮

断
帯
」
を
整
備
す
る
た
め
、
不
燃
化

促
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区
域
内
で
事

業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準
に
あ

っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
工

事
費
の
一
部
を
助
成
し
、
建
物
の
不

燃
化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

現
在
1
2地
区
(
左
図
)
で
助
成
事

業
を
行
つ
て
い
ホ
す
。
こ
の
区
域
内

で
建
物
を
建
て
ぶ
p
と
お
考
え
の
方

は
、
ぜ
ひ

、こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、
建
築
工
事
を
始
め
る
前
に

助
成
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
問
先
1
千
住
本
庁

舎
・
ま
ち
づ
く
り
課

不燃化促進区域図

● 不鰹化促進区 域と! j 、指定路綿の道爵の襾側から、お
おむね30m の区 域およぴ、中央本町、檣鳥の一廊区域です。
この区域内gこ建てら れる不燃繼築物が、助成対象とな・J
ます

□ 「表示登記の日」無料相談/4月10日旧」、午前10時～午後4時/西新井区民ギャラリー/土地建物の調査・測量、境界問題および不動産表示登記の相談
/ 東 京 土 地 家 屡 調 査 士会 足 立 支部 ・ 野 口 　3853 ―2079
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東
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー

4
月
1
日
オ
ー
プ
ン

住
区
セ
ン
タ
ー
(
児
嗔
館
・
老
人
館
・

集
会
施
設
)
は
、
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
施
設
で
す

。
地
域
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

所
在
地
=
東
伊
興
I
i
5
1
2
2

八
3
8
9
9
)
8
5
3
1

利
用
方
法
、
運
営
な
ど
に
つ
い

て
は
お
問
い
劭
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
先
―
中
央
本
町
庁
淤
・
地
域
活

動
推
進
袒
当
課

(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

郷
土
博
物
館
地
域
講
座

劉
上
陣
物
館
で
は
、
地
域
の
歴
史
を

野
外
調
査
を
も
と
に
明
ら
か
に
す
る
、

次
の
3
つ
の
研
究
講
座
を
月
I
同
、
通

年
で
閧
催
し
ま
す
。

□
戦
争
を
調
ぺ
る
会
(
足
立
に
関
す
る

戦
争
の
插
礎
資
料
の
作
成
)

開
講
日
儿
毋
月
第
1
日
曜
日
初
回
日

時
=
4
月
1
0
日
(
日
)
、午
後
2
時
～
4

時□
中
世
城
址
を
調
べ
る
会
(
戦
国
時
代

の
本
木
・
中
曽
根
城
址
の
地
割
復
元
)

開
講
日
儿
{
一月
第
2
日
曜
日

初
回
日

時
=
4
月
1
7日
百
}
、
午
後
2
時
～
4

時□
石
造
物
を
調
べ
る
会
(
神
社
や
お
寺

に
残
る
石
造
物
の
調
査
)

開
講
日
g
毎
月
第
3
日
曜
日
初
回
日

時
=
4
月
2
4
日
(
日
)
、午
後
2
時
～
4

時*
各
講
座
と
も
初
回
は
郷
土
博
物
館
で

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す

定
員
=
各
講
座
と
も
1
5人
(
抽
選
)

費
用
=
無
料
(
た
だ
し
交
通
費
は
自
己

負
担
)

申
込
―
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名
、

簡
単
な
参
加
動
機
を
明
記

期
限
=
3

月
2
5日
必
着

申
・
問
先
‥
H郷
土
博
物

館

〒
1
2
0大谷
Ⅲ
5
-
2
0
-
1

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

に

ご
協
力
を

3
月
2
0日
～
2
7日

資
源
循
環
型
の
社
会
を
目
指
す
た
め

に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
省
資
源
等
を
生

活
の
一
部
と
す
る
な
ど
、
区
民
の
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
常
生
活
の

中
で
無
駄
な
包
装
を
無
く
し
、
買
い
物

袋
を
持
参・す
る
な
ど
、
簡
易
包
装
を
推

進
す
る
た
め
、
商
店
街
と
の
共
催
に
よ

り
リ
サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
ま
す
。
お
買
い
物
の
際
は
ぜ
ひ
ご
協

刀
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
容
=
簡
易

包
装
を
推
進
す
る
た
め
、
商
品
に
標
語

入
り
セ
ロ
テ
ー
プ
を
張
り
、
包
装
等
を

で
き
る
だ
け
省
略
し
た
販
売
を
実
施
し

ま
す

実
施
す
る
お
店
=
足
立
区
商
店

街
振
興
組
合
連
合
会
・
足
立
区
内
商
店

街
・
ご
み
減
耻
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
店
「R

の
お
店
」

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

情 報 コ ー ナ ー

小学生おさらい教室 児童募集中
おさらい教室では4月からの新
入生を募集しています。この教室
では、経験豊富な元小学校教師に
よるマンツーマン方式の指導が好
評を得ております。お子さんの補
習にお役立てください。日時=
西保木問教室…毎週水・金曜日/
関原教室‥ ・毎週火・木曜日。いず
れも午後2時30分～5時30分場
所し 西 保木問 教室… シルバ ー人材

センター会議室( 西保木間卜8
- 2) /関原教室…橘幼稚園【関原
3- 47- 11) 科目=国語, 算数
定員=小学】年生… 20人( 授業開
始は5月から) /小学2～X1年生
…若干名( 先着順) 費用=月額
4, 000円～5, 500円申込=電話
申・問先 ニシルバー人材センタ ー
　3859 ―2561

点訳ボランティア養成講習会
日時=5月H日～7月27日の毎週
水曜日(全12川) 、午後1時30分～
3時30分 場所= 足立区総台ボ

ランティアセンター( 日ノ出町27- 3- 102
、3月27日西綾瀬から移

転) 対象= 区内在住・在勤の方
で、講習会終了後ボランティアと
して活動を希望する方 定員=25
人( 先着順) 費用= 無料( ただ

し教材費等は自己負担) 申込=
往復ハガキに住所、氏名、年齢、
性別、職業、電話番号を明記( 返
信用ハガキにあて名を忘れずに記
入) 期限=こ3月25日必着 申・
問先= 西綾瀬ボランティアセンタ
ー 〒120西綾瀬4- 5- 6
3880・8356( 移転のため3 月25

日までり

第47回都民体育大会足立区予選会
□ 卓球大会
日時=1月17日( 日) 、午前9時
場所=中央木町体育館対象=区
内在住・在動の方【4月】日現在) 、
および連盟加入者種目=) 年齢
制限フリーD年齢別男了…・般　
( 39歳以下) /セミシニア( 4【】歳以
上) /シニア( 50歳以上) /ベテラ
ン( 60 歳以上) [ ・年齢別女 子・・・
一股( 3・1歳 以下卜/ セミシニア( 35
歳以上J / シニア 〔45歳以 上〕/ ベ
テラン( 55 歳以 上) ※ エントリ
ーはオープン、 年齢別は1 人2 種
目まで 競技方法= 個人・種目 別
ト ーナメント戦 参加費=1 種目500
円 申 込= ハガ キ に庄 所、氏

名、年齢、動務先、所匯チ ーム 名、
種目を明記 期限=3 月31日必 猖
申 ・問先こ 卓球 連盟事務局 庄司
徳之助 〒121 西 伊興4- 511
　3853- 2038
□ 柔道大会
日時 二4 月17 日( 日へ 午前9 時3U
分から 場所 一束京武道 館柔道場

対 象= 区 内 在 住・在 勤 の 方 種
目= 個 人戦 競技 方法= 段外、 初
段、2 段、3 段 参加費= 高校乍
以上500円 申 込= 住所、氏 名、年
齢、身 長、 体重、 段位を明記のう
え 、費用を添えて 郵送または直接

持 参 期 限- 3 月30日 申 ・問
先= 区連蝋・原島 久武 〒120T ・
住雄狸丁1U13 　3882- 3838
□ 弓道大会
日 時=, 4 月3H! 日) , 午 前1U畤
場所= 東京武逎館j ‾爿丘場 対象 一
区内 在住・ 在勤の 方 種目- =近的
参加 費=500 ル 当日会場へ持 参l
申 込= 電 話 申・問 先= 区迚I閤・
名倉冫6 　3881170, 1

あだち女性大学大学院
公開シンポジウム―女性と参画―
女性の区政参画の促進を囗的

に、地方自治を学ぶ大学院の第2
期の中間のまとめとして、公開シ
ンポジウムを開催します。区政の
方針決定に、女性の声を反映して
いくための課題や方策を、一緒に
考えてみませんか。日時=- 3月
29日( 火) 、午後6時30分～9時

対象= 区内 在住・在勤・在学の方
シンポジ スト= 山口みつ子氏( ( ↑ゴ
川房枝記念 会常務理事) 、矢澤澄子
氏( 東京女 子大学教授) 、西山千恵
子氏( 目白学園短大 講師) 費用=
無料 申込= 電 話 場・申・問先=
女性総台センタ ー 　3880- 5222

女性総合センター
情報資料室休館の
お知らせ
女性絎台センターの情報資料室

は、特別整理のため3月22囗～24
日まで休館します。ご協力をお願
いします。なお、21日は祝日のた
め休館です。 問先= 女性総劭セ
ンター 　3880- 5222

第16回
少年魚つり大会

日時=3月27日〔日〕、午前9時～
正午( 午前8時～8時45分受け

付け 、小雨決 行) 場所= 元渕江
公隋内 つり場( 保木閧2- 17- 1 、
竹 ノ塚 駅 啝 囗 下 車 徙 歩20分) 対
象= 区 内在住・ 在学 の小学3 年生
から中 学 生 まで の 男 女 定 員- =- 200
人 費用= 無料( つり 具、エ サ、

ビクは 各自 で 用意) 申 込= 当日直
接 会場 へ 問先= 体 育協会
3882- 1111( 代)

青年センターの催し
□ 手 作 り 教 室 『手 作 り お 弁 当

』
日時=3月23日( 水八午前川時～

正 午 対 象= 幼 児 の い る お 母 さ

ん 定 員=20 人( 先 着 順) 費 用 ここ500

円( 材 料 費) 申 込= 電 話( 3

月17 口 の 午 前9 時 か ら)

* 子 育 て に 関 す る 催 し で は お 子 さ

ん の 保 育 を 行 っ て い ま す 。 お 問 い

白 わ せ く だ さ い

□ 日 本 人 と お 友 達 に な り ま せ ん か

サ ロ ン で 国 際 交 流

がい二 じ人 かた
、い
』。11人9 　

・し・≒ 二丿
外 国 人 の 方 で 、 日 本 の 生 活 で 閑

つ て い る 方 は い な い で し ょ う か 。

「テラネット」では、テーマを決

めてサロンを行っています、今回

のテーマは「日本の生活について」

です、日時=4月5日( 火J 、午

後7時30分～9畤対象=外r玄|

Iぱλ ゐ・j j i ・　・t・A ぷこA 蹙儿● Jやこ・ ●人人 の 方 定 員=10 人 【先 矜111n 】|l
ぶi uf j l l も- 5廴こあ で4f 』

費 用 こ 無 料 申 込= 電 話

い ず れ も

場 所 ・申 込 ・ 間 い 合 わ せ 先= 占f i ミ

セ ン タ ー

3890 ・- ( J 061

ジュニアスポーツ大会

柔道大会
日 時=4 月17 日( 日) 、午 前9 時
場所= 東京武道館 対象= 区 内仕
住 ・在学の方 種目= 学 年別・個
人戦 競技方法= 男子/釟学1 年生
から中 学3 年生、紅白点 試白/ 女
子ト ーナメント 試台 参 加費=1
人200円 定員こ400 人 申 込= 住
所、氏 名、身長、休 重、団 体 名を
明 記のう え、参加費を添え て郵送
または 吐接持参 期限=3 月30 囗
申 ・問先=I 冢連盟・ 原島久武 〒120

千f主旭町r l (卜 口
3882- 3838

総合スポーツセンター
全 館休館と

事務所移転のお知らせ
絎台スポーツセンターは、・F
から改修工串を卜います、これに
先立ち、電気EHのため3月221～
31日まで、 全館 休館し ます。Ly

修E 亊 期間中はご迷惑をお かけ し
ます が、よろしくお 願いし ます
なお、 、1月 】日から は、総、劭ス爿-
ツセン ター南無仮 設事務所で?J I

業し ます、 問先=F 庄t 叮 乱・・
体育竹周 係 　3882- 1111 代・

「あだち広報」は再生紙を使用しています Se. I . 240, 000


